職種：切断　　職務：切断

【概要】
　切断とは、材料メーカーにおいて作られた材料を切断し、切断片とした後、整形、前加工、前処理を施して本来の鍛造工程に供給する材料（ビレットという）を準備することである。切断方式は、鋸（のこぎり）切断、ガス切断、シャー切断、砥石切断等があるが、鋸切断及びシャー切断が最も多く採用されている。鍛造形式により、要求される切断精度に差があり、これらを考慮して最も経済的に有利でなおかつ、高品位の材料（ビレット）をつくる切断方法を採用する必要がある。鍛造の高度化に伴い、切断の精度向上が期待されている。

【仕事の内容】

　材料メーカーにおいて作られた材料を鍛造工程で使用する形状に切断する仕事である。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、経験や公的資格は特に必要とされないが、経験者採用の際は、当該業務における専門知識やスキル、資格等が問われることが多い。

（2） 技能検定（鍛造）の資格（１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 鍛造業や鍛造製品に関する興味や関心を持っていること、製品の精度向上に取り組むとともに、自身の技能レベル向上への意欲を持っていること、心身ともにタフであることなどが挙げられる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

鍛造（１級・２級）

· 職業訓練認定コース　鍛造技術通信講座〔日本鍛造協会〕
１級技能士鍛造科
２級技能士鍛造科
資格に関係しない普通コースも併設

· 床上操作式クレーン運転技能

· 床上運転式クレーン運転技能

· 天井クレーン運転士

· クレーン運転士（５ｔ以上、１ｔ以上５ｔ未満）

· 移動式クレーン運転士

· 玉掛け技能

· フォークリフト運転技能

· ガス溶接作業者

· ガス溶接作業主任者

· アーク溶接作業者

· 産業用ロボットへの教示等作業者

· 産業用ロボットの検査等の作業者

· 特定化学物質等作業主任者、有機溶剤作業主任者、公害防止管理者、毒物劇物取扱責任者等の労働安全衛生面に係る資格
· 危険物取扱者

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　５１４　鍛造工

　　５５９　その他の金属加工の職業

